
事3．S2

Ta　2も

『r■　　　n

多変数留数カレントの複素解析と
計算代数解析

（課題番号17540150｝

平成17年度一平成19年度科学研究費補助金（基盤研究（C））研究成果報告書

平成20年5月　研究代表者　田島慎一（新潟大学自然科学系｝



はしがき

　本研究成果報告書は，平成17年度一平成19年度科学研究費補助金（基盤研究

綴で耀諮㍑嚥纏鱗繍霧講響麟雑
varietyに付随して定義される多変数留数カレントに関する研究を行った。研究代

表者と研究分担者が協力して，研究用のアルゴリズムの開発，作成したプログラム

を用いた計算機実験等を行い，特異点とD一加群の関係に関する研究を遂行した。

　本科学研究費補助金により，共同研究者同士の研究連絡，当該分野の研究集会

への参加，研究発表や海外での研究討議，国際会議での研究発表等を行い，多くの

研究成果を上げることが出来た。

研究組織

　研究代表者
　研究分担者
　研究分担者
　研究分担者
　研究分担者

田島慎一（新潟大学自然科学系｝

吉原久夫（新潟大学自然科学系）

小島秀雄（新潟大学自然科学系）
竹内潔　　（筑波大学大学院数理物性科学研究科）

中村弥生（近畿大学理工学部）

研究経費（直接経費）

　平成17年度　　1，100千円
　平成18年度　　1，100千円
　平成19年度　　1，100千円

計　　3，300千円



概要

1　孤立特異点を持っ複素超曲面のヤコビイデアルが定める代数的局所コホモロ

ジー類たちのなすベクトル空間の基底を求める新たなアルゴリズムを導出した．

このアルゴリズムを，一般の零次元イデアルに付随して定義されるような代数的

局所コホモロジー類のなすベクトル空間の場合に拡張した．更に，Grothendie〔k

双対性に基づくことで，零次元イデアルに対するメンバーシップ問題やnormal

formの効率的計算法を導出した．

2　零次元イデアルのスタンダード基底を効率的に求めるアルゴリズムを導出
し，更に，中村弥生氏、鍋島克輔氏らと共同でそのプログラムを数式処理システム

Risa／Asirに実装した．

3　中村弥生氏と共同で，代数的局所コホモロジー類の偏微分作用素環における

a　nriihilatorイデアルの構成法を導出し，構成したアルゴリズムを数式処理システ

ムRisa／Asirに実装した．

4　計算機代数解析の観点からReiffenの与えた孤立特異点族の解析を行った．特

に，上記の研究成果を利用することで，代数的局所コホモロジー類の満たすホロノ

ミーD一加群の構造を解析し，その解空間の構造を明らかにした．特異点の特性と

方程式系の解に関し，古典的なSebastianiの結果と類似した関係が成り立つこと
を示した．

5　LEhrenpreisが導入したネター作用素を用いると，準素イデアルの重複の
仕方を完全に記述できることが知られている．偏微分作用素環におけるsyzygies

計算を用いることで，ネター作用素を構成するアルゴリズムが構成可能であるこ
とを示した．

6　諏訪立雄氏，中村弥生氏と共同で，正則ベクトル場のホモロジカル指数につい

て研究した．Grothendieck留数を用いることでホモロジカル指数を求めるアルゴ
リズムを導出した．

　本研究により，孤立していないような特異点を持つ複素超曲面のLeサイクル
の研究を進めることができた．また，本研究と関連する以下の研究成果を得るこ
とができた．

7　複素領域の線形常微分方程式に対する幕級数の空間における非斉次方程式の

局所可解性は，局所コホモロジーと留数を用いて完全に記述できる。微分作用素

環におけるスタンダード基底の理論を用いて上述の結果を拡張し，局所可解条件
がある種の確定特異点型常微分方程式系をもって記述できることを明らかにした．

8　一変数代数的局所コホモロジーの概念と微分方程式の理論を組み合わせるこ

とで，有理関数の極における留数値やローラン展開等を効率的に求めるアルゴリ
ズムを構成した．庄司卓夢氏と共同で，有理型関数に対するこれら一連の計算を

行うプログラムを開発し，数式処理システムRisa／Asirのパッケージとして実装・

公開した．

9　代数解析と超局所解析の観点からRadon変換を考察し，　Ridgelet変換の特

性を利用した画像処理の手法を提案した．
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37．Algorithm　fbr　local　cohomology　classes　attached　to　an　isolated　hypersurface　singUlarity

　　（with．　T．　Abe）　ApPlications　of　Computer　Algebra　奈良女子大学（2005年8月）

38．多変数Hermite－j　acobi再生核の複素解析と代数解析

　　多変数関数論サマーセミナー湯沢グランドホテル（2005年8月）

39．剰余公式アルゴリズム

　　コンピュータアルジェブラ研究の新たな発展　京都大学数理解析研究所（2005年7月）



r．郷》。孤i立特異点に緑随する代数的局所コホモロジー⇔

　　　特異点における不変量（トポロジー・プロジェクF研究集会）

　　近畿大学理ヱ学部漬b5年6月）　㌦：　　r　’


